
　「地域の救急病院が核となることで、
在宅の患者さんでも速やかに診断し、
必要な場合は入院、手術を行うことがで
きます。また、病院に来る手段として民
間救急隊を編成し、救命救急士約20名、
救急車3台の体制で、医師のコントロー
ルの下、適切な処置を行いながら搬送
します」（鹿野氏）。
　鹿野氏は地域密着の中規模救急病
院という前例のない試みを先頭に立っ
て進める一方、地域の小・中学校の救
命教育など院外活動にも積極的に取
り組んでいる。

エネルギーマネジメントの
すべてをまかせられるので
より医療に集中できる

　医療法人社団 晃悠会はむさしの救急
病院を新設するにあたり、医療コンサ
ルタント会社から「 建設に伴う初期投
資を抑えることができ、 省エネコンサ
ルや設備管理などを任せられるエネル

　さらに「省エネや設備の適切な管理、
故障時の対応などをKenesさんにお
まかせすることで、私たちは本業であ
る医療に集中できます。 今後新設する
病院にもユーティリティサービス®を導
入し、一括で管理する構想を描いてい
ます。エネルギー価格高騰への対応策
として、イニシャルコストゼロで、ラン
ニングコストも低減できるKenesを
おすすめします」と語った。
　「医療を通して社会に貢献したい」と
いう鹿野氏の思いに、Kenesがしっか
りと寄り添っていく。

ギーサービスを活用してみては」とい
うアドバイスを受けたという。そこで
Kenesともう1社の比較検討を行った
結果、Kenesのユーティリティサービ
ス®が採用された。
　鹿野氏は「 私と同じ方向を向いて

『やります、やれます、やってみせます』と
言える人たちと病院を作りたいと思っ
ています。Kenesの担当者は、私たち
の難しい要望に対しても決して『でき
ません』とは言わず、こちらの立場に立っ
て考え、寄り添いながら解決策を見つ
けてくれました。そんな真摯な姿勢が
信頼に繋がっています」と振り返る。
　2022年11月着工、2023年12月工事
竣工というタイトな工程の中、Kenes
は病院側の要望がきちんと設計面に反

独自の試みとして
地域に密着した
中規模救急病院を開院

　医療法人社団 晃悠会 むさしの救急
病院（ 以下むさしの救急病院、東京都
小平市、132床 ）は2024年2月の開院
以来、24時間365日、診療科や重症、
軽症、年齢などを問わずに患者を受け
入れ、中規模病院ながら初年度の救急
搬送の受け入れは、全国トップクラス
と比肩するペースで推移している。
　院長の鹿野晃氏は「救急医療機関が
近くにないため搬送や受入れに時間が
かかり、亡くなったり後遺症が残ってし
まったりすることに、心を痛めてきまし
た。 そうしたケースを少しでも減らし、
住民の方々が安心して暮らせる地域を
実現したいという強い思いから、全国
に先駆けて『救急病院』と名のつく、地
域密着型のこの病院を開院しました」
と話す。
　むさしの救急病院は、医療における
理想の『 スピード』『 コンビニエンス 』

『コミュニケーション』を追求している。
「『スピード』とは、1分の遅れが生存率
を10％下げる現実への対応。 ハイブ
リッドERなどの最新設備と幅広い症状
に対応できる医師を備えるなど、 救急
病院にふさわしい体制で生存率の壁に
挑んでいます。『コンビニエンス』は、軽
症の中に潜む重症を見逃さないため
に、どんな症状でも患者さんが少しで
も不安を感じれば、 ためらわず受診し
ていただけることです。『コミュニケー
ション』とは、『 究極の救急は予防医
療』と考え、大病を回避できるよう、救
急病院でありながら、かかりつけ医とし
て日頃から気軽に相談できる『町の保
健室』を目指すことを表現しています」

（鹿野氏）。
　鹿野氏はこれまで、 救命救急センタ
ーでの救急医を皮切りに、在宅医療や
精神医療、内科など、幅広い分野で活
躍してきた。そうした幅広い経験を病
院運営に活かし、在宅医療や民間救急
隊の整備にも力を注いでいる。

映されているかをチェック。また、快適
性を維持しながら空調エネルギーの
省エネを実現する「おまかSave-Air®

（おまかセーブエアー）」の導入によっ
て対象となった補助金の申請手続きも
サポートした。
　鹿野氏は「細かい要望にもしっかり応
えていただきました。 病棟や手術室、
MRI 室などはそれぞれ最適な室温が
違います。適切な室温の区分けや万一
の災害に備えた余裕ある非常用発電設
備など、 設計段階から入念に考えられ
ていると感じます」との評価。
　また、Kenesのユーティリティサービ
ス®を導入する最大のメリットは、エネ
ルギーマネジメントのすべてを安心し
てまかせられる点だとも言う。

K ケネスenesのユーティリティサービス®導入で

昨年2月に地域密着の救急病院として開院した、むさしの
救急病院。建設にあたり、Kenesのユーティリティサービス®

を導入した。その決め手、実際の効果などについて聞いた。
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「Kenes」で検索してください。
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エネルギー設備の初期費用ゼロ！
効率的な設備運用で

大幅な省エネを実現

医療法人社団 晃悠会　むさしの救急病院（東京都小平市）

Kenesユーティリティサービス®採用事例

サービスの詳細はこちらから


